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 1.研究目的とその意義
 秋雨期は梅雨期とともに日本の二大雨期の一つである。しかし,梅雨と比較すると秋雨はやや不明瞭
 な現象であり,秋雨に関する研究は非常に少ない。さらに,これまでの秋雨に関する研究の多くは9月,
 !0月の平均場についての解析であり,秋雨の季節推移やその年々変動パターンおよびそれらの要因につ
 いては十分に明らかにされているとはいえない。
 そこで,本研究では前線出現頻度を秋雨の指標とし,秋雨期における前線活動の平均的な季節推移や
 年々変動の特徴およびその原因を明らかにすることを目的とした。前線出現頻度は気象庁の9時と21時の
 地上天気図から110～160。E,20～60。Nの範囲において10。×1。グリッドで集計して求めた。解析の時
 間スケールは半旬単位とし,1979～2000年の8月から11月を調査対象期間とした。まず第2章では,秋雨
 期における前線活動の平均的な季節推移の特徴を明らかにする。次に第3章では,秋雨期における前線活
 動の年々変動の特徴とその要因を明らかにする。さらに第4章では,秋雨前線の年々変動に対するエルニ
 ー ニョ現象の影響や台風活動との対応関係を明らかにする。最後に第5章では,梅雨前線との比較をおこ
 ない,両季節の共通,点や相違点を明らかにする。
 2.秋雨前線活動の平均的な季節推移
 8月から11月までの前線出現頻度分布の平均的な季節推移から,20%以上の高い前線出現頻度が現れる
 第50～59半句(9/3～10/22/を平均的な秋雨期として定義した。さらに,秋雨期間内における前線山現頻
 度の不連続的な変化から,秋雨初期(9/3～9/12),秋雨中期(9/!3～10/7),秋雨終期(10/8～10/22)に細
 分し,各期間の降水特性を明らかにした,、
 このような前線出現頻度分布の季節推移は,特に850hPa面の循環場にみられる4つの気圧系(r■lr国大陸
 ヒの高気圧,太平洋高気圧,インドモンスーン低気圧,南シナ海～フィリピン海付近の低緯度トラフ)
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 と2つの中緯度トラフ(日本付近で発達するトラフ,ベーリング海付近から日本の東海.ヒへ伸びるトラフ)
 の盛衰と対'応している。すなわち,秋雨の始まりは中国大陸上の高気圧,南シナ海一フィリピン海付近
 の低緯度トラフ,ベーリング海から日本の東海.トへ伸びるトラフが明瞭となる時期であり,秋雨の終わ
 りは南シナ海一フィリピン海付近の低緯度トラフ,インドモンスーン低気圧,ベーリング海から日本の
 東海.Lへ伸びるトラフが不明瞭となる時期に対応する、また,前線帯は850hPa面の日本付近の中緯度ト
 ラフの南'東側(こ太平洋高気圧の北西縁)に位置し,秋雨初期から終期までの前線帯の位置の変化は,
 特に日本付近の中緯度トラフと中国大陸上の高気圧の強まりに伴うものであることが明らかになった。
 3.秋雨前線活動の年々変動
 140。E,25-40。Nの領域における前線出現頻度の半句推移から各年の秋雨期を定義した。そして,秋
 雨期が現れる時期の違いから,各年を「平年型一1(ユ6月一r例),「早期多発生型」(3事例),「晩期多発生型」
 (3事例)の季節推移型に分類した。さらに「平年型」については,第52-56半句(9/13-10/7)における
 前線出現頻度の多寡によって「多発生型」ω事例)と「少発生型」(・1事例)を定め,相関図と合成図を
 用いてこれらの循環場の季節推移を比較した.,
 まず,「多発生型」と「少発生型」の秋雨中期1第52-56・1卜旬,9/13-!(〕/7)における循環場を比較す
 ると,850hPa而において「多(少)発生型」では太=F洋高気圧の日本南岸への張り出しが強く(弱く),
 南シナ海一フィリピン海(フィリピン海の東方)で低緯度トラフが発達する傾向がみられた。これに伴
 い,「多(少)発生型」では太平洋高気圧西縁から1コ本南岸へ向かう水蒸気輸送が強(弱)まる傾向がみ
 られる、一方,中高緯度域をみると,「多(少)発生型」において偏西風は南北(東西)方向の流れが卓
 越し,ベーリング海付近から日本の東海上へ伸びるトラフと日本の北方のトラフが発達し(あまり発達
 せず),日本付近へ向かう乾燥寒気が強(弱)い傾向がみられた。そして、これらの気流の強さに伴いH
 本付近の'南北方向の水蒸気傾度に差異が生じ,前線出現頻度の年々変動の原因となっていることが明ら
 かとなった。
 また,「多発生型」と「少発生型」では7月上旬以降の極渦の発達に違いがみられる。7月上旬から9月
 L旬まで,「多発生型」では極渦の中心は極東ノコ'面から離れたところにあって発達が弱く,極'束方面への
 寒気の吹き出しが弱い状態であった。これに伴い,8月中旬から9月上旬において極'東域の偏西風は通常
 よりも北方で弱く,500hPa面では太平洋高気lfが発達する傾向がみられる。そして,1-1本の南沖では対
 流活動が抑制され,日射による加熱を受けて、海面水温が通常よりも高くなる傾向がみられた。一方,
 「少発生型」では「多発生型」と反対の理由により,秋雨前までに[1本の南沖の海面水温は通常よりも低
 くなる傾向がみられた。
 このような秋雨前における「多発生型」とF少発生型」の日本の南沖における海爾水温の違いは9月一1-1
 旬まで持続する傾向がある。そして「多(少)発生型」では,20。N付近の160。E～!80。を境とした西高
 東低(東高西低)の海面水温偏差分布によって,南シナ海一フィリピン海付近の低緯度トラフ,太平洋
 高気圧とそれに伴う水蒸気輸送軸が酉偏(束偏)して,前線出現頻度がr“,「1い(低い〉状態が維持された
 と考えられる.
 次に,「早期多発生型」と「晩期多発生型」の循環場の季節推移の違いを事例解析により調査した。そ
 の結・果,「早(晩)期多発生型」では早い時期から(遅い時期まで)前線を発生させる循環場が準備され
 る(持続する)一一方,両者で共通して秋雨中期には低緯度トラフや太平洋高気圧が通常よりも東偏し,
 前線出現頻度が減少したことがわかった。
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 4.エルニーニョ現象および台風活動と秋雨前線活動の関係
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 秋雨期における前線活動の年々変動に対するエルニーニョ現象の影響と台風活動との対応関係につい
 て調査した。
 エルニーニョ年の秋雨中期(第52～56半旬,9/13～10/7)には台風活動域が通常より東偏し,120～
 !30。Eで前線出現頻度が減少する傾向がみられた。また,低緯度トラフの東偏に対応して中国大陸上の
 高気圧の発達が強く,130。E付近の前線帯の南下時期が早まる傾向が認められた。しかし,140。Eの前
 線出現頻度には際立った傾向はみられなかった。一方,ラ二一ニャ年の秋雨中期(第52・一56半旬,9/13～
 !0/7)には台風の発生と活動域が通常よりも北西偏し,140。Eで前線出現頻度が高くなる傾向がみられた。
 このようなエルニーニョ年とラニーニャ年における140。Eの前線山現頻度に対する影響の違いは,ラ二
 一ニャ年では海而水温分布に対する影響が2ぴN付近にまで及ぶのに対して,エルニーニョ年ではこの緯
 度帯の海面水温に対する影響が小さいためであると考えられる。
 5.梅雨期における前線活動との比較
 梅雨期と秋雨期における前線活動の年々変動と循環場の対1,ピ関係を比較した。秋雨期の前線活動は日
 本付近のすべての経度帯で低緯度域の循環との関連性が認められた。しかし,梅雨期では130。E以西に
 ついては低緯度域の特にインドモンスーン低気圧との関連性が認められたものの,140。E以東では低緯
 度域の循環よりもむしろ,中高緯度域の循環場と深く関わっていることがわかった。そして,熱帯太平
 洋西部で台風活動が活発な時には,秋雨期では全体的に前線出現頻度が高くなるが,梅雨期では海陸の
 温度コントラストが弱くなるため,前線出現頻度が全体的に減少し,秋雨期とは反対の傾向を示すこと
 がわかった。
 6.結論
 本研究では,秋雨期の前線出現頻度に注目することにより,秋雨前線活動の平均的な季節推移と年々
 変動の特徴およびその要因を明らかにすることができた。そして,年々変動に関しては,特に台瓜活動
 など低緯度域の循環場が深く関わっていることを示した。本研究では秋雨とそれに関わる循環場の記述
 に留まったため,今後はこの循環場の成因についてさらに詳細な調査をおこなう必要がある。
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 論文審査の結果の要旨
 高橋信人提出の論文は,梅雨期と並ぶ日本の2大雨期である秋雨期の前線活動の平均的季節推移と年々
 変動を明らかにしたものである。秋雨はとくに東日本にとっては梅雨を凌ぐ降水景をもたらし,台風の
 接近と重なると大きな災害をもたらす重要な季節現象であるが,梅雨に比較すると年々変動が大きく,
 その平均像や年々変動の様態については十分に明らかにされて来なかった。著者は1979～2000年(22年
 間)の半句毎の前線出現頻度を指標として,秋雨の季節推移と年々変動の様態とこれらに影響を及ぼす
 循環場の特徴を明らかにした。
 本研究では,まず22年間の平均的季節推移を求め,秋雨を初期・中期・終期に区分し,その前後を含
 め5つの期間を設定した。そしてこれらの季節推移に4つの気圧系と2つの中緯度トラフという循環場の
 役割が重要であることを特定した。次に,秋雨の年々変動を,「活発」「不活発」「早い」「遅い」の4タイ
 プに分類し,前述の循環場が用意される時期や強弱の傾向について明らかにした。またこれら循環場の
 年々変動の要因を熱帯海水温と台風活動,さらにENSOや極渦まで視野を広げ,秋雨前線の挙動との関連
 性を明らかにした。そして最後に梅雨の先行研究との比較から,秋雨前線の年々変動は梅雨前線以Eに
 熱帯の影響が大きいことを示した。
 一ヒ記のように,高橋信人提山の論文は,秋雨前線の出現頻度を指標として,22年間の長期に亘って秋
 雨の平均像と年々変動の様態を詳細に記載した.屯が第一の成果として評価できる、,そして年々変動の要
 因を時間的・空間的に拡大し,中高緯度と低緯度の両面から考察した結果,低緯度の影響がより大きい
 こと,台風は循環場の傾向を亢進する方向で秋雨の活発化に貢献していることなどを明らかにした。こ
 れが第二の成果であり,今後の秋雨研究の基盤となる研究と高く評価される。
 このことは著者が自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有することを示している。
 したがって,高橋信人提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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